B-19 ニホンザル野生群の年齢構成と成長・加齢パターン by 岸本, 真弓
Title B-19 ニホンザル野生群の年齢構成と成長・加齢パターン
Author(s)岸本, 真弓




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
出没 し、"猿害"がよく生 じている。私は猿害の実態 を知 り、その軽減 を図るため、2004年にこの群れの調査 を始め
た。2008年以後は毎夜、その 日の群れの移動 したルー トと泊った場所 、および(可 能な らば)翌 日の予想進路を
プログで発信す ることを始めた。プログには2012年3月31日現在で約37000人余がアクセス してい る。このプロ
グによって2つ の声、「猿害対策を立てやす くなった」と、「サルの生態 に興味がわいてきた」を聞くよ うになった。
群れのサイズは2005年:約50頭、2011年:約60頭で、この7年 間の変化 は少 ない。同期間、群れ メンバーの52
～59%:アカンボ ウとコ ドモ、30～38%:生殖可能(5歳 以上)メ スで、構成 に関 しても変化は少ない。ただ、群
れの中にいる成オスが最初2頭 だけであったが、2008年以降は6-7頭に増えた。
この群れの存在 が初めて確認 されたのは1970年代前半であ り、当時の行動域は鞍馬。貴船、ニ ノ瀬、雲 ヶ畑で
あった。私が調査 を始めたころは貴船、雲 ヶ畑に行 くことはな く、そのいっぽ うで市原、岩倉、上賀茂が行動域に
含まれ、そのサイズは格段に大きくなっていた。すなわち、群れは耕作地の少 ない中山間地域 よりも田園部の多い
平野部 をよく動 くよ うになっていた。この傾 向はこの7年 間でもより顕著にな り、例えば鞍馬 を訪れる頻度は年々
低下 し、昨年はそこで泊ったことは一回もなかった。
B-19ニホンザル野生群の年齢構成 と成長 ・加齢パ ター ン
岸本真弓(㈱ 野生動物保護管理事務所関西分室)所 内対応者:濱 田穣
群れの半数 が捕獲 された甲賀A群(滋 賀県)の 全骨格標本124個体について、年齢査定を実施するとともに、
成長 ・加齢に伴って変化すると推測 される部位の計測を行った。
年齢構成(満 年齢)は0才:23頭 、1才:27頭 、2才:20頭、3才:14頭、4才:5頭 、5才:ll頭、6才:2
頭、7才:1頭 、8才:6頭 、9才:4頭 、ll才:2頭、12才:3頭、13才:2頭、14才、16才、17才、25才が各1
頭であった。4才 および5才 とした個体の歯の萌出交換 とセメン ト質年輪それぞれから推定 される年齢には、少な
くとも1才 のばらっきがあった。
成長に ともな う変化 として、四肢長骨長(座 高に対する示数)は7才 または8才 に至 るまで増加 しつづ けた。顔
長(頭 蓋長に対する示数)は 成長するに したがい増加 し、成獣に達 した後 も加齢 とともに増加 しっづ けた。
高齢 と位置づ けられる25才(メ ス)と 、7才か ら17才のメス15個体分の各腰椎の腹側頭尾長(背 側頭尾長に
対する示数)を 比較 したところ、半数で小 さく、残 りの半数では大きかった。
B-20下北半島脇野沢にお ける野生ニホンザルの個体群動態 と保全のための諸問題
松岡史朗,中 山裕理(下 北半島のサル調査会)所 内対応雄者:渡 邊邦夫
下北半島脇野沢A-87群(山の群れ)とA2-85群(民家周辺の群れ)の 個体数は依然増加傾向にあ り、出産率は
それぞれ63%(昨年30%)と90%(同50%)であった。
A2-85群の0歳 の死亡率が昨年度50%と例年 に比べ高 く、サル追い犬の導入 による群れの撹乱原因 と考えられた
が、今年度の死亡率は0%で あった。サル追い犬の導入 により農作物への依存 は減少 したが、それによる栄養状態
の悪化が、出生率や死亡率に影響及 ぼしてはいないと考 えられる。
個体数 の増加に伴い遊動域 も依然、東方向に拡大傾 向にあ り、利用頻度の高い地域も東ヘシフ トしてい る。
昨年度 の冬は、27年ぶ りともいわれ る降雪量の多 さで、2012年4月現在、大幅に植物の芽吹きが遅れてい るが、
大量死は起きてお らず、この地域のニホンザル個体群の増加傾 向に影響はな さそ うである。
B-21ニホンザル関節受動抵抗特性 の計測
荻原直道(慶 慮義塾大 ・理工 ・機械工)所 内対応者:平 崎鋭矢
ニホンザルの二足歩行は、ヒ トのそれ と比較 して下肢が全体的に曲がった状態で行われる。 これは、筋骨格系の
形態 ・構造的制約 により規定され る下肢(後 肢)関 節の可動特性 が、両者 で異なっていることに起因す ると考えら
れ るが、その詳細なメカニズムはほとん ど明 らかになっていない。 この ことを明 らか とす るためには、ニホンザル
新鮮屍体を用いて下肢筋骨格系の受動抵抗特性 を計測 し、二足歩行の進化を考察する上で重要な下肢 関節の可動制
約 と筋骨格形態 ・構造の関係 を明らかにす ることが重要である。
本年はその第一段階 として、下肢筋骨格系の関節受動抵抗特性の計測手法の具体的検討を行った。検討 には、ニ
ホンザル1個 体(オ ス ・7.3kg)の新鮮屍体を用いた。具体的には本標本を第一腰椎で前後に分離 し、完全なニホ
ンザル下肢筋骨格系の関節 を受動的に動かすことで計測方法 を検討 した。検討の結果、関節 の近位部を空間に固定
し、遠位部に取 り付けた ヒモをデジタル手ばか りを介 して引っ張ることで、関節角度の変化 にともな う関節受動抵
抗特性の変化を定量化できると考え られた。今後本手法 に基づいて計測を進める予定である。
B-22霊長類にお ける時空間的な対象間関係 の理解 に関する研究
村井千寿子(玉 川大 ・脳科学研究所)所 内対応者:友 永雅己
多 くの対象が存在する外界で適応的にふ るま うためには、対象をそれぞれ処理す るのではなく、その間に何 らか
の関係性 を見つ け、関連付けをして扱 うのが効率的である。それは例えば、対象間の見た 目や機能の類似性、空間
的な近接 などでも可能である。また、時系列上の関係性 でも対象を関連付けることができる。Aと い う対象が出現
した後に、Bと い う対象が出現す ると、私たちはAとBの 間に関係 を見出し、互いを関連付 ける。そ して面 白い
ことに、「A→B」の一方向だけを経験 したにも関わらず、 「Bの後にはAが 出現する(B→A)」とい う対称的な関
係を期待す る。これは論理的に必ず しも正 しい訳ではないが、人 間がもつ強いバイアスのひ とつで、私たちの思考
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